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日本医療機能評価機構認定病院
地 域 医 療 支 援 病 院

ライフ

1. 平等で適切な医療を受けること

2. 尊厳が守られること

3. 医療に関する説明や情報の提供を受けること

4. プライバシーが守られること

5. 自らの意思で医療を選択すること

一、急性期病院として地域医療機関との

連携を積極的に推進します。

一、良質の医療サービスを提供します。

一、目標達成のため自己研鑽につとめます。

基
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方
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理 念 ： 私たちは地域社会に信頼され、 質の高い医療を提供します。

どんな些細なことでも、ご不安に思わ

れていること、判らないこと、どんなこ

とでも構いませんので、お尋ねくださ

い。判断が難しいことや答えのないこ

とも多くありますが、問題を少しでも解

決できるように、少しでも皆様のお役に

立てるように、日々精進して参ります。

加藤 孝佳（循環器内科/副部長）

脳卒中という病気は、平穏な日々の中で突

然起こるため、患者さんとご家族はとても

動揺してしまいます。病気に対する事前の

心構えは必要ですが、我々も皆様の健康

不安を少しでも解消できるような診療を心

掛けております。あたまの病気がご心配で

したら、お気軽にご相談ください。

宮岡 亮 （脳神経外科/副部長）

患者さんにとってより良い医療を、安心

して受けていただくことができるよう

にと心掛けています。

山口の医療に貢献で

きるよう頑張って参り

ます。

井上 貴之（心臓血管・消化器外科）

４月から研修医になり、日々新しい事の

連続で、とても充実しています。出身地

も大学も山口県で、これからは医師と

して山口に貢献したいと思っています。

笑顔で頑張りますのでよろしくお願い

します。

梶間 未葵 （臨床研修医）

本年度より、山口で研修させていただ

くことになりました。まだまだ分からな

いこともたくさんありますが、一生懸命

に努力を重ね、山口の医療に少しでも

貢献できればと思います。宜しくお願

い致します。

山田 典宏 （臨床研修医）

医療機関の先生方へ

○水曜日のみ午後受付あり 午後3時～4時(新患・再来)栄 養 科

放 射 線 科

地域連携室

放射線科の診療は完全予約制となっております。

放射線科検査についてのご相談は
放射線科 中村 洋 医師まで 083-901-6551

CT・MR・Rlは直接ご予約できます。

予約受付CT予約 083-901-6149
MR予約 083-901-6151
Rl予約 083-901-6154

月曜日～金曜日
午前８時30分～午後６時

(※心筋シンチ・冠動脈CTについては内科:循環器科にご紹介ください。)

糖尿病・高脂血症・減塩等の栄養指導、個人指導・糖尿病教室はお電話にてご予約をお受けいたします。

予約受付 (月曜日～金曜日 午前8時30分～午後6時) TEL 083-901-6177

「Life～ライフ～」 ・ その他病院に関するご意見・ご要望等は、病院内に設置しております 「ご意見箱」 にご投函いただくか、病院宛にご郵送ください。

予約受付 (月曜日～金曜日 午前8時30分～午後6時)

TEL 083-901-6187 FAX 083-928-3357
E-mail:renkei@yamaguchi.saiseikai.or.jp

担当 河嶋 裕子

患者さんのご紹介予約は、FAXにてお受けしております。詳し
くは地域連携室へお問い合わせいただくか病院ホームページ
をご覧ください。

* 印は非常勤医師

平成27年４月16日現在

済生会山口総合病院 外来医師担当表
●各科外来の受付時間は 午前8時30分～11時

診療開始時間は 午前9時～(曜日等により異なる場合あり)
急患の場合はこの限りではありません。

●都合により代診・休診とさせていただく場合があります
のでご了承ください。

毎週火曜日 上杉尚正 医師の診察となります。【専門外来】○乳 腺 外 来 午後０時～午後１時

腎 臓

循環器

内 科

083-901-6102

２診外 科

083-901-6107

耳鼻咽喉科

083-901-6124

脳神経外科
083-901-6109

整 形 外 科

083-901-6108

産 婦 人 科
083-901-6122

眼 科
083-901-6123

泌 尿 器 科
083-901-6120

１診

１診

１診

１診

１診

１診

１診

初診

再診

○毎週水曜日 午前９時～午前11時 非常勤医師の診察となります。

○火曜日 午前10時～診療開始 非常勤医師による診察となります。

【専門外来】○神経内科 毎週水曜日 古賀 道明医師の診察となります。＊

小 野 史 朗
(循環器内科)

小 野 史 朗
(循環器内科)

渋 谷 正 樹
(循環器･腎臓内科)

加 藤 孝 佳
(循環器内科)

塩 見 浩太郎
(循環器内科)

塩 見 浩太郎
(循環器内科)

加 藤 孝 佳
(循環器内科)

赤 川 英 三
(循環器内科)

今 井 剛
(腎臓内科)

藤 田 直 紀
(糖尿病・血液内科)

村 木 和 彦
(糖尿病・血液内科)

原 田 稔 也
(消化器内科)

佐々木 敏 行
(消化器内科・胆膵)

花 田 浩
(肝臓内科)

佐々木 敏 行
(消化器内科・胆膵)

國 近 英 樹
(循環器内科)

髙 橋 剛
(消化器･乳腺外科)

郷 良 秀 典
(心臓血管･呼吸器外科)

神 保 充 孝
(呼吸器外科)

斎 藤 聰
(血管外科)

髙 橋 剛
(消化器･乳腺外科)

竹 野 研 二 竹 野 研 二 竹 野 研 二

北 原 哲 博

三 原 修 三

岸 本 哲 朗

城 甲 啓 治 大 場 一 生

古 谷 信 三

宮 岡 亮 北 原 哲 博

大 野 晃 靖

古 谷 信 三 古 谷 信 三古 谷 信 三

休 診

城 甲 啓 治 大 場 一 生

渋 谷 正 樹
(循環器･腎臓内科)

村 木 和 彦
(糖尿病・血液内科)

今 井 剛
(腎臓内科)

白 石 龍
(消化器内科)

藤 田 直 紀
(糖尿病・血液内科)

國 近 英 樹
(循環器内科)

岸 本 哲 朗
(脊椎・人工関節)

(肩関節・外傷)

三 原 修 三

大 野 晃 靖
(手足の外科･末梢神経･外傷)

赤 川 英 三
(循環器内科)

井 上 貴 之
(心臓血管･消化器外科)

小 林 俊 郎
(心臓血管外科)

※完全紹介予約制大 中 博 司
(脊椎・外傷)

井 上 裕 文

○木曜日は手術日のため午前のみの診察となります。

毎週水曜日 斎藤 聰 医師の診察となります。○下肢静脈瘤外来 午前８時30分～午前11時

休 診 休 診＊ ＊休 診 非 常 勤 医 師 非 常 勤 医 師

※初診は完全紹介制

毎週金曜日 髙橋 剛 医師の診察となります。午後２時～午後３時

竹 野 研 二

小 児 科
083-901-6106

１診

【乳児検診・予防接種】月曜日･水曜日･金曜日 午前10時～午前11時

休 診休 診 ＊ 非 常 勤 医 師＊ 非 常 勤 医 師

＊ 非 常 勤 医 師皮 膚 科
083-901-6110

休 診

※初診は完全紹介制

○北原医師・宮岡医師 【受付時間】午前８時30分～10時

○竹野医師 午前９時～ 診療開始

＊ 非 常 勤 医 師＊ 非 常 勤 医 師 ＊ 非 常 勤 医 師 ＊ 非 常 勤 医 師

診療科名 月 火 水 木 金

(午後２時～) (午後２時～) (午前９時～午後０時) (午後２時～)

※呼吸器内科、
神経内科、
完全紹介予約制

※ 完 全 予 約 制

井 上 裕 文
(脊椎・外傷)

大 中 博 司

○大中医師 水曜日は午前のみ

(脊椎・外傷)

湧 田 幸 雄
湧 田 幸 雄

《用語の解説》

☆完全予約制…事前に予約をお取り頂くことが必要な外来
☆完全紹介制…医療機関からの紹介（紹介状の持参）が必

要な外来
☆完全紹介予約制…医療機関から事前に地域連携室へご連

絡の上、紹介の予約をお取り頂くことが
必要な外来

※初診は完全紹介予約制

＊ 非 常 勤 医 師

休 診 休 診

＊ 非 常 勤 医 師

＊ 非 常 勤 医 師

休 診

消化器

呼吸器

糖尿病･
血 液

※ 脳神経外科 宮岡医師の外来診療は、
４月16日(木)より行っております。

か と う たか よし みやおか りょう いのうえ たかゆき

か じ ま み き や まだ の りひ ろ



ナースエイド科は、30名のスタッフで構成され

ています。看護師の指示のもとに患者さんの療養

環境に関わる看護補助業務を病棟や集中治療部、

腎センターで行っています。具体的には、生活環

境に関わる業務としてベット周囲の清掃や整理整

頓、シーツ交換などがあります。また、日常生活

に関わる業務としては、食事の配膳・下膳、入浴

の介助や爪切りや髭剃り、患者さんの移送などを

行っています。私たちは、患者さんや家族の方が

安心して療養生活が送っていただけるように看護

師と協働し質の高い看護・医療サービスを提供で

きるように医療チームの一員として責任を持って

日々の業務を行っています。

第153回 健康講座より改編

井 上 裕 文整形外科部長

（専門：脊椎･外傷）

膝の痛みは腰痛、肩痛と合わせて整形外科外来受診の3大原因となっています。図１のように色々な原

因がありますが、一番多いのは変形性膝関節症です。図２のように症状を出さないものを含めると

４０歳以上で男性が4割、女性が6割です。症状は図3の様にでてくることが多く、このような症状を

自覚した場合には、まずお近くの整形外科医院の受診をおすすめします。

進行に応じてみられる症状の推移

歩行開始時に膝が痛み、歩くと治る

階段歩行で膝が痛む、特に下りで痛む

正座がしにくい。膝が張る（関節水症の徴候）

長い距離が歩けない。速く歩けない

安静時に膝が痛む。夜間に膝痛を自覚する

膝を棒のようにして歩く。階段昇降ができない

進行するに従い、左上から右下のような症状が出現してくる

図１ 図２

図３

◆関節由来；

・変形性膝関節症

・外傷（半月板損傷、靱帯損傷等）

・腫瘍 ・膠原病 ・感染

◆神経由来；腰椎椎間板ヘルニア

その他

◆神経科疾患；うつ病など。 40歳以上のＸ線所見での変形性膝関節症の有病率 日本の人口に換算すると

進行度

職場紹介
コーナー

食事を摂ることは、私たちが『元気に生活する』ために必要なことです。しかし、加齢とともに

「義歯」や「う歯」のために咀嚼(そしゃく)力の低下、舌の運動機能の低下、嚥下筋の筋力低下な

どがみられるようになり、水分や食物を 口の中で噛む→舌を使って口の奥に送り込む→飲み込み

胃まで運ぶ という嚥下の流れが難しくなります。これを、摂食・嚥下障害といい、食事中の

「むせ」や「咳こみ」の原因となります。そのため、充分に食べることが出来なくなり、栄養不良

や脱水となる可能性があります。また、食物が気道に入り肺炎を引き起こす可能性もあります。そ

こで今回は、楽しい食生活を続けるための、摂食・嚥下障害予防に効果的な体操をご紹介します。

栄養サポートチーム（NST）より

摂食・嚥下障害は、一口目に咳きこむことや

むせることが多いため、食事の前の嚥下体操

が効果的です。

鼻から吸って、

ゆっくり口から吐く

①深呼吸 ②首をゆっくり回す

口を閉じたまま、

ほっぺをふくらませ

たり、ゆるめたりし

ます。

⑤ほほの運動(２～３回)

③肩の運動（２～３回） ④背筋を伸ばす

⑥舌の運動(２～３回) ⑦呼気保持 ⑧発音練習 ⑨深呼吸

右、左１回ずつ首を回し、

前後、左右に１回ずつ首を曲げます

両肩をすぼめるようにして

からすっと力を抜きます。

肩を中心に両手をゆっくり

回します。

手を上に伸ばした

まま軽く前後左右

に体を傾けます。

口を大きく開き舌を出

したり引っ込めたりし

ます。舌で左右の口角

を触ります。

大きく息を吸って

３秒ほど止め、吐

き出します。

パパパパ、ララ

ララ、カカカカ

と発音します。

最後にもう一度

深呼吸をします。


